
【様式5】

　本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせ下さい。
　ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧する
ことが出来ますので、下記連絡先まで電話またはFAXにてお申し出下さい。
　また、資料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけいない場合には
研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも、患者さんに不利益が生じることはございません。

お問い合わせ先及び研究への利用を拒否する場合の連絡先：

〒２５１－８５５０　藤沢市藤沢２丁目６番１号
藤沢市民病院　呼吸器内科　　　（研究責任者）　渡邊　弘樹
電話番号：０４６６－２５－３１１１（代表）　　FAX：０４６６－２５－３５４５

倫理審査委員会承認後　　から　2024年　3月　31日■研究期間

■資料・情報の
　　取得と保管方法

臨床情報を取り扱う際には研究対象者の個人情報・個人識別符合とは無関係の記号を付
し，特定の個人が特定できないように個人情報を匿名加工情報として解析します。

■外部への
　　試料・情報の提供

本研究結果については学会発表および論文投稿等により公表します。公表の際にも研究対
象者の個人情報・個人識別符合を特定できる情報は使用いたしません。

■研究目的・方法

【目的】　超高齢社会にある我が国において、肺炎による死亡者数は年々増加傾向であり、
耐性菌の増加から適切な抗菌薬を用いた肺炎診療の重要性は高まっています。フィルムアレ
イ肺炎パネル（BioFire肺炎パネル）は、下気道検体を用いて高感度に原因菌を検出し得る
遺伝子検査キットであり、そのリアルタイム性とカバー菌種の多さから、今後保険収載が見込
まれる迅速診断検査です。本研究の目的は入院治療を必要とする肺炎症例に対して、一般
的な診療で提出される喀痰または肺胞洗浄液などの残検体を用いて同検査キットを用いるこ
とにより肺炎などの感染症に関わる病原体を解析し、診断・治療における臨床的有用性を検
討することです。
【方法】　一般的な診療で提出される喀痰または肺胞洗浄液などの残検体を用いて同検査
キットを使用し、肺炎などの感染症診断・治療における臨床的有用性を検討します。

■研究に用いる
　　試料・情報の種類

一般的な診療で提出される喀痰または肺胞洗浄液などの残検体を使用します。肺炎などの
感染症診断・治療における臨床的有用性の解析のため、入院期間、入院後の診療録を参照
し、血液検査結果、尿検査結果、培養結果などの検査結果や、臨床症状などを含めた臨床
情報を収集します。
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■研究課題名 肺炎の入院症例におけるフィルムアレイ肺炎パネルの有用性の検討
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■研究の対象 倫理審査委員会承認後から2024年3月31日までに肺炎で入院治療を受ける患者


